
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
 

  

「家庭教会は愛の実践場」 

真の父母様は、「三百六十家庭(軒)とは、世

界的蕩減基盤を連結した世界を代表する一つ

の中心型であり、ここにおいて勝利すれば、自

分の氏族は世界的氏族圏に登場し、同じ価値

の位置で蕩減するようになる」と語られた。そ

して、三百六十家庭の中に私を愛してくれる人

がいないと考えるのではなく、私が愛してあ

げられなかったことを無念に思うことを強調

された。愛してあげられなかったことを嘆かれ

る神様と同じ心で、三百六十家庭で、「遮るも

のはどこにもない」と言える勝利者になること

を願われたのである。また、三百六十家庭は、

すべての人を自分の兄弟や父母よりも愛する

ようにする修練場であり、どのような人でも愛

することができるようになるとき、完全な主体

になることを明言された。 

17 皆さんの心で、愛の鐘の音を聞きなさいと

いうのです。そのようになれば、「私の口は愛

の言葉だけを語るようになっていて、そうでな

い言葉は語らないようになっている」と言うよ

うになるでしょう。愛の言葉でないものは、耳

が聞かないようにし、愛でないものは目が見

ないようにするのを感じなければなりません。 

そのように生きれば、間違いなく皆さんは、

遠からず神様の愛に酔うことができる境地に

入るでしょう。霊界と直接通じ、家庭教会に関

する難しい問題を、上手に、無意識のうちに、た

やすくすべて解決できる主人公になります。三

百六十家庭のどんな問題でもすべて解決でき

る、神様を身代わりする主人になるでしょう。 

 

 

 

 

私がそのような愛の場に入っていけば、話を

しないようにしようとしても、言葉が出てきま

す。本当に不思議なことがたくさん起こりま

す。ありとあらゆることが起こるのです。自分

が恐ろしい人であることを感じるようになりま

す。このように、愛において、すべてのことが決

定されるのです。 

 

18 女性として生まれ、お嫁に行くようになれ

ば、本家を離れて自分の夫に付いていくのと

同じように、統一教会を信じてからは、家庭教

会の活動をしていかなければなりません。その

ようにしてこそ、天国に入ることができます。お

嫁に行くのと同じです。それを経なければ、天

国に入れません。いくら父母様に付いていこう

としても、付いていけないのです。それができ

なくなれば、皆さんの息子、娘がしなければな

りません。 

ですから、夫が妻のために生きる以上に、妻

が夫のために生きる以上に、そして父母が子女

のために生きる以上に、家庭教会をしなければ

なりません。そうして、家庭教会圏内の人々が

「このように私たちを愛してくださり、私たちは

この愛を学ぶことができたので、あなたに愛を

お返しします」と言うその内容が、家庭教会圏

内にすべてカバーされるとき、そこは神様の領

域であると言うことができます。地上の天国圏

だと言えるのです。新しい文化、新しい運動に

よって一つになり、新しい復興を起こすことが

できるのです。 

真の父母経（P485～４８６） 
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